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団体名：一般社団法人　100 年後の広島を創ろう委員会
　　　　( 代表　折笠廣司、実行委員長　中島正喜 )
団体紹介：原爆ドーム前の元安川にて「かがり灯」を点灯させ犠牲者の
　　　　　追悼・慰霊を行う祭事「ひろしまかがり灯の祭典」を主催しています。

活動内容

　毎年、8月 5日の 18：30 から原爆ドーム前の元安川の川面・親水テラスにて
平和活動の祭事を行っています。元安川の川面に 25 基のかがり灯を点灯させ
8月 6日の原爆犠牲者の追悼・慰霊・これからの平和を祈る祭典です。
　広島市民・県民の活動としてどなたでも参加ができる団体として組織しています。
このような活動を企業ではなく一般市民が立ち上げ、広島から世界へ発信し、より
よい未来を後世に繋いでいきたいと考えています。
　2021 年 8月 5日には第 7回目になるかがり灯の祭典が開催されました。
新型コロナウィルスの感染対策も徹底し、1人の感染者や怪我人を出すことなく、
無事祭典を執り行うことができました。

今後の課題や展望について

21.8.6 読売新聞

　今後かがり灯の祭典を行う上で、人手不足の解消と資金調達が課題となって
いくと思います。
　かがり灯の祭典では、かがり灯を乗せる土台の組み立てなど、現場での作業を
伴います。また夏場の開催のため、炎天下での作業も多くあります。現在若手の
人材が不足しているのもあり、今後人材を確保していく必要があると考えます。
　また当プロジェクトでは船や照明・音響機材を借りる必要があるため、企業様
の協賛、個人様の協賛等ご協力者を増やしていかなければならないという課題に
直面しています。
　これからの展望としまして、現在広島市長・県知事よりメッセージを頂いており
今後は、国連の方よりメッセージを頂けるよう発信していきたいと思います。
広島から全国、そして世界へ想いを繋ぎ、未来を創っていきたいです。

今後の活動について

　今後も、毎年 8月 5日に当プロジェクトを行い原爆犠牲者への追悼・慰霊、また
これからの未来へ向けて平和への祈りを、広島の地から全国・世界へ発信していき
たいです。この活動を 8月 6日の各新聞社様の朝刊一面に記事にしていただいたり
テレビやインターネットで取り上げて下さる機会が増えたので、さらに活動内容を
発信できるツールなども模索していきたいと思っています。

▼掲載いただいた新聞記事

21.8.6 中国新聞

【主催】一般社団法人100年後の広島を創ろう委員会

【運営】ひろしまかがり灯プロジェクト実行委員会

・本部/〒729-0413 広島県三原市南方3-12-1 ㈱椿き家方

・事務局/〒731-5134 広島市佐伯区海老山町11-2-109 (中島方)

・TEL:090-3630-9417(折笠)　FAX:082-291-1529(森山)
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オープニング・セレモニー
開会挨拶 (祭典長)
広島市長の平和アピール

広島県知事の平和アピール

かがり灯　点灯式 (名誉実行委員長)

かがり灯　コンサート
　①大合唱『生命交響曲・霊魂の歓びの歌』
　②尺八演奏「懐かしい思い出の名曲集」等
　③舞踊パフォーマンス「いのちの讃歌」等

かがり灯　消灯式
閉会挨拶 (実行委員長)
21:00 CLOSE
(内容・時間帯は、予告なく変更もあります)
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★ひろしまかがり灯★
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　④バイオリン独奏「祈り・夢・希望」等
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